
中京圏と木曽地域との連携・交流事業について 

 

1 現状と課題 

(1) 日本全体 ： 少子高齢、人口減少社会の到来 ⇒ 将来、あらゆる産業の後継者・担い手不足が危惧 

(2) 木曽地域 ： 高齢化、過疎化 ⇒ 農林業や伝統産業の担い手不足に加え、医師や看護師の不足も深刻 

御嶽山噴火災害 ⇒ 観光産業への風評被害が深刻 

(3) 中京圏との絆 ： 木曽川は、古くから中京圏の農業や上水道、工業用水等に必要不可欠な水源として生活向上、経済発展の礎を築く 

木曽地域は、中京圏と距離的に近く、観光旅行等で馴染みも深く、上流⇔下流の交流が盛ん 
 
2 中京圏からの大学生（若者）誘致 

(1) 事業の趣旨 

○ 古くから結び付きの強い中京圏から大学生を誘致し、若者のパワーとアイディアを活かし、相互の更なる親交（振興）と活性化とを図る 

(2) 考え方 

① 大学生に、先ずは木曽地域へ来てもらい、地域の魅力を知ってもらう ⇒ 木曽地域で生活し、交流してもらう ⇒ 木曽地域を好きになってもらう 

将来的には、木曽地域に就職・定住してもらえるような、そして地域の活性化を担う主体となってもらえるような“継続的な働き掛け ” 

② 大学のイメージアップ（露出増）や志願者の増など、参加大学にもメリットとなる（双方がウィン・ウィンとなる）事業スキームとする 
 
3 事業の展開イメージ 

① 木曽出身者だけでなく、他地域出身の大学生も誘致するため、「住み込み」で研修（生活）ができる宿泊施設を用意 

② 個々の企業等が研修生（社員候補）を受け入れるのではなく、木曽地域の町村が「地域挙げて」将来の担い手を誘致 

参加機関  平成 28 年 10 月頃～ 平成 29 年 5 月下旬～ 8月中旬～ 11 月頃 平成 30 年 以降 

《木曽地域》 

◆木曽町 

◆王滝村 

◆南木曽町 

◇木曽地域振興局 

・事業の趣旨説明 

・事業への参画を要請 

・研修メニューの検討 

・宿泊施設／送迎の検討 

・研修メニューの整備 

① 看護・福祉 

② 観光（通訳など） 

③ 農業 

・宿泊施設／送迎の整備 

“木曽地域ならでは” の 

インターンシップ実施 

・住み込み 

・森林ボランティア研修 

・地域住民との交流催事 

 

・中京圏の大学の 

学園祭に出展 

・森林ボランティア活動 

・サークル活動、スポーツ 

等の合宿 

・インターンシップ研修 

・教育プログラム（ゼミ） 

・ワーキングホリデー、 

アルバイト 

・就職支援 

・住居斡旋 

・婚活支援  など 

“継続的な働き掛け” 

《中京圏》 

◆日本福祉大学 

◆名城大学 

◆中京大学 

・事業の趣旨説明 

・協力依頼 

・インターンシップの募集 

スタート 

※ 「募集チラシ」により公募 

・教育プログラムでの事前 

指導など 

・学生の送り出し 

・事後指導／報告会 

・単位付与の審査 

・学園祭 

・木曽地域の観光ＰＲや 

物販イベント 

（売上金の一部を 

学生活動等に寄付） 

（今後、本事業へ参加する自治体や大学を増やしていきたいと考えています） 
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